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オリンピック・パラリンピック推進担当 

ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン２０１９の全体概要について 

本年１２月１日（日）に開催するＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン２０１９の全

体概要は以下のとおりです。

１ 大会当日の主なスケジュール（予定） 

令和元年１２月１日（日）当日の主なスケジュールは次のとおりです。 

時間 内容 備考

7：50 役員・来賓 集合完了 増上寺 慈雲閣

8：13～8：25 ハーフマラソン
スタートセレモニー

・名誉委員長（港区長）挨拶
・実行委員長（東京商工会議所港支部会長）
開会宣言
・競技説明（東京陸協）
・ゲストランナー紹介

8：30 Ａブロックスタート ・スターター（港区長）

8：33 Ｂブロックスタート ・スターター（東京商工会議所港支部会長）

8：36 Ｃブロックスタート ・スターター（港区議会議長）

8：39 Ｄブロックスタート
・スターター（公益財団法人港区スポーツ
ふれあい文化健康財団理事長）

8：45～8：47 ファンラン
スタートセレモニー

・名誉委員長（港区長）挨拶

8：50 ファンラン スタート ・スターター（港区長）

10：40 表彰式（陸連登録者の
部）

計６名（男子１～３位、女子１～３位）

10：50 表彰式（一般の部） 計６名（男子１～３位、女子１～３位）

11：11 ハーフマラソン
競技終了

東京タワー
最終ランナーがフィニッシュ

13：30 ステージイベント
終了

２ 大会当日の組織編成 

大会当日に生じる各種事案を迅速かつ着実に対処し、安全・安心な大会運営を実

現するため、港区マラソン実行委員会のほか、公益財団法人東京陸上競技協会（以

下「東京陸協」という。）、港区陸上競技協会（以下「港陸協」という。）、消防等の

関係機関を含めた大会本部を設置します。
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大会本部
１ 運営班
【区役所４階】

班長 港区企画経営部企画課ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ推進担当係長
班員 港区、Ｋｉｓｓポート財団、株式会社アールビーズ（※1）

２ 競技班
【区役所４階】

班長 公益財団法人東京陸上競技協会 競技運営担当
班員 東京陸協、港陸協、港区、Ｋｉｓｓポート財団、

株式会社アールビーズ（※1）
３ 警備班
【区役所４階】

班長 日本総業株式会社 事業部事業課リーダー（※1）
班員 港区、Ｋｉｓｓポート財団、日本総業株式会社（※1）

４ 赤羽橋重点対策班
【赤羽橋交差点周辺】（※2）

班長 港区企画経営部企画課ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ推進担当主任
班員 港区、日本総業株式会社（※1）

５ 救護班
【区役所４階】

班長 公益財団法人東京陸上競技協会 医務委員
班員 東京陸協、港区、消防、株式会社アールビーズ（※1）

６ イベント・式典班
【区立芝公園】

班長 Ｋｉｓｓポート財団 マラソン課長
班員 港区、Ｋｉｓｓポート財団、Ｊ.ＣＯＭ港新宿（※1）

  ※1 港区マラソン実行委員会より業務を受託された事業者を示しています。

※2 今回大会より新たに設置した班を示しています。

３ スターター 

（１）ハーフマラソン 

① Ａブロック（午前８時３０分）

名誉委員長 港区長 武井 雅昭 氏

② Ｂブロック（午前８時３３分）

委員長 東京商工会議所港支部会長 池田 朝彦 氏

③ Ｃブロック（午前８時３６分）

副委員長 港区議会議長 二島 豊司 氏

④ Ｄブロック（午前８時３９分）

副委員長 （公財）港区スポーツふれあい文化健康財団理事長 野村 茂 氏

（２）ファンラン（午前８時５０分） 

名誉委員長 港区長 武井 雅昭 氏

４ コースの収容関門、給水所、医療救護所及びトイレ 

（１）収容関門 

ハーフマラソンでは、５か所に収容関門を設置します。 

名称・距離ポイント・場所 時間 

第１収容関門【 4.3 ㎞地点】／新一の橋折り返し地点 9：15

第２収容関門【11.05km 地点】／芝浦二丁目折り返し地点 10：00

第３収容関門【14.2 ㎞地点】／京浜急行バスターミナル 10：22

第４収容関門【17.4km 地点】／区立芝公園 10：43

第５収容関門【20.0km 地点】／東京慈恵会医科大学附属病院敷地内 11：04

フィニッシュ【21.0975km】／東京タワー駐車場 11：11
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（２）給水所 

ハーフマラソンは、下記のコース内７か所に給水所を設置します。

名称・距離ポイント
スポーツ

ドリンク
水

第１給水所【4.5km 地点】 ○ ○

第２給水所【7.0km 地点】 ○

第３給水所【10.1km 地点】 ○ ○

第４給水所【11.4km 地点】 ○

第５給水所【14.2km 地点】 ○ ○

第６給水所【16.8km 地点】 ○

第７給水所【18.6km 地点】 ○ ○

（３）医療救護所 

ハーフマラソン、ファンラン、その他イベントを含め、全体で７か所に医療救護

所を設置します。 

距離ポイント 名称 場所

救急車の

配備台数

（民間を含む）

スタート地点

17.4km 地点

スタート地点救護所 兼

第４救護所 兼

メイン会場内救護所

港区立芝公園内 １

4.3km 地点 第１救護所
新一の橋周辺（第１折り返

し）
１

11.05km 地点 第２救護所

芝浦二丁目交差点（ＴＨＫ

ビル敷地内・第２折り返

し）

１

14.2km 地点 第３救護所
高輪三丁目京急バスター

ミナル（駐車場内）
１

20.0km 地点 第５救護所

東京慈恵会医科大学附属

病院敷地内（愛宕下通り沿

い）

０

‐
フィニッシュ地点救護

所（ハーフマラソン）
東京タワー駐車場 １

‐
フィニッシュ地点救護

所（ファンラン）

都立芝公園（港区立みなと

図書館北側）
０

 計５台  

① ＡＥＤについては、大会の医療救護対策として２２台（医療救護所：計７台、 

モバイルＡＥＤ隊：計１５台）を独自に配備するとともに、コース沿道の区有施

設等における使用可能なＡＥＤを６５台用いるなど、全体で８７台の配備計画を

もって対応します。 
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② 救急車の配備台数については、東京消防庁と最終の調整中です。 

③ 各医療救護所の配置人員（目安）

医師：１名、看護師：１名、消防署員：１名、救急救命士：１名、

区職員：２名、ボランティア５名  計１１名

なお、ハーフマラソンのフィニッシュ地点の救護所については、人員を増強

して対応します。

また、各消防団のご協力もいただく予定です（昨年は計７５名）。

（４）トイレ 

ランナーが利用するための仮設トイレをスタート地点（計１００基）、及び各収

容関門（第４収容関門を除く４か所×３基：計１２基）に設置します（競技運営上

の計１１２基）。

５ チャリティ活動の推進 

（１）チャリティエントリー枠の新設 

ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン２０１９では、ハーフマラソンにおいて、チ

ャリティエントリー枠を新たに設け、定員を上回る１０５名の申込みを受け付けま

した。チャリティで寄せられた募金（計３１５万円）は、港区社会福祉協議会に寄

付します。

（２）大会当日の募金箱の設置 

大会当日には、区立芝公園や増上寺会場において、募金箱を設置し、来場者に対

して、広く募金を呼び掛け、現金にて受領します。寄せられた募金は、港区社会福

祉協議会及び日本赤十字社に寄付し、地域福祉の発展や令和元年台風第１９号の災

害義援金として活用します。合わせて、増上寺会場内に港区社会福祉協議会のＰＲ

ブースを設け、社会福祉活動の周知を促進します。 

（３）チャリティオークションの実施 

   区立芝公園特設ステージにおいて、ゲストランナー等から提供された物品等を

用いて、チャリティオークションを実施します。チャリティオークションで寄せら

れた募金は、港区社会福祉協議会に寄付します。 

６ 福島県いわき市の子どもたちの招待及び応援イベントの実施

ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン２０１９を被災地の復興支援に位置付け、大

会の開催意義を高めていくため、前回大会に引き続き、福島県いわき市の子どもた

ちを招待し、ファンランの部門に出場いただくとともに、同子どもたちによる太鼓

の演奏を実施し、ハーフマラソン出場者への応援イベントを実施します。

（１）団体名 

一打の会

（２）招待人数 

計２５名（子ども１２名、大人１３名）
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子どもは６歳～１４歳（未就学児から中学２年生まで）

（３）和太鼓の演目（予定） 

約１２分間 ／ ① めぶき ② めでた囃子（ばやし） ③ Ｍ３

７ 他マラソン大会との連携

（１）「ＲＵＮ ａｓ ＯＮＥ- Ｔｏｋｙｏ Ｍａｒａｔｈｏｎ 2020（準エリート）」と

の提携 

一般財団法人東京マラソン財団、公益財団法人東京陸上競技協会、港区マラソン

実行委員会の三者による協定を令和元年６月２０日付けで締結しました。 

ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン 2019 の出場者のうち２０名を令和２年３月

１日開催予定の「東京マラソン 2020」に「準エリート」の出場選手として推薦す

るため、被推薦者２０名の決定基準を設けました。 

（２）ホノルルハーフマラソンとの連携 

ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン 2019 のハーフマラソン参加者を対象として、

令和２年４月５日にハワイ州ホノルルで開催される「ホノルルハーフマラソン（ハ

パルア 2020）」（以下「ＨＨＭ」という。）に１０名を招待します。なお、ＨＨＭの

参加費用及び往復航空費用は、ホノルルマラソン日本事務局と往復航空費用の提供

者である日本航空株式会社の「大会協力」のもと、無料とします。 

８ 交通規制の概要 

ＭＩＮＡＴＯシティハーフマラソン２０１９の実施に伴い、大会当日、区内では、

コース周辺を中心に大幅な交通規制が行われます。 

コース沿道の区民、企業等をはじめ、道路を使用する多くの関係者に対して、大

会実施に係る交通規制の内容を事前にかつ広く周知することは、大会の主催者であ

る港区マラソン実行委員会としての責務です。 

大会実施に係る交通規制の周知に関するこれまでの取組及び今後の予定について

は次のとおりです。 

（１）交通規制日時 

令和元年１２月１日（日）午前７時３０分～午前１１時３５分（予定） 

※ 区内道路において、最大４時間５分の交通規制を予定しています。 

（２）交通規制の周知に関するこれまでの主な取組 

令和元年 ５月１５日 港区マラソン実行委員会総会（令和元年度第１回） 

     ５月２０日 交通規制周知チラシ（第一弾）の発行 

５月２０日～２２日 コース沿道 500ｍの範囲に対する戸別周知 

（郵便局：タウンプラス／約９万件） 

５月中旬～下旬 コース沿道の地先に該当する住宅、店舗、企業等 

に対する戸別訪問を実施（計３９８件）。 

        ６月 １日 広報みなと（６月１日号）による周知 
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６月３日～７月２日 区設掲示板による周知（ポスター） 

６月１１日 区長定例記者発表 

１０月８日 交通規制周知チラシ（第二弾）の発行 

１０月１０日～１８日 コース沿道 500ｍの範囲に対する戸別周知 

（郵便局：タウンプラス／約９万件） 

１１月１日 港区マラソン実行委員会総会（令和元年度第２回） 

１１月５日 交通規制周知チラシ（第三弾）の発行 

      公共機関関係者会議の開催 

 ※ この間、交通管理者である、警視庁第一方面本部交通担当及び管内各警察署

交通課交通規制係との協議、検討、調整を重ねております。 

（３）交通規制の周知に関する今後の主な取組 

① 横断幕、立て看板、サインカー等による周知 

１１月中旬から大会当日までの期間、横断幕（７４枚）や立て看板（６５０ 

枚）を各所に設置し、自動車の利用者に広く周知します。また、大会当日は、 

看板の設置個所を追加するとともに、サインカー※（１３台）を用いて周知します。 

交通規制の周知を開始する個所については、北：小川町（千代田区）、南：大 

森海岸（大田区）、西：九段南２丁目（千代田区）、東：築地本願寺周辺（中央 

区）を予定しています。 

※ サインカーとは、トラック等の車両後方に大型ＬＥＤの表示板を取り付け 

たもので、後続車に前方の道路状況を知らせる車両です。 

② 広報みなと、Ｋｉｓｓポート誌及びＣＡＴＶによる周知 

広報みなと特集号（１１／２１発行）、Ｋｉｓｓポート特集号（１１／１発 

行）を通じてお知らせします。 

③ ＨＰ（大会公式ＨＰ、港区ＨＰ、ＫｉｓｓポートＨＰ）による周知 

大会公式ＨＰ、港区ＨＰ、ＫｉｓｓポートＨＰを通じてお知らせします。 

④ 区内ホテル・旅館、コース周辺の駐車場、囲われる区域等に対する個別周知 

ア 区内のホテル・旅館に対して、交通規制の周知を個別に行います（郵送）。 

イ コース周辺の駐車場については、大会の１週間前から大会当日までの期間、 

個別の張り紙をもって周知します。 

ウ 大会当日、一定の時間、車での出入りができなくなる西新橋１・２丁目、 

芝４・５丁目及び三田３丁目の区域については、大会の１週間前から大会当 

日までの期間、個別の立て看板をもって周知します。 

エ 大会の２週間前及び１週間前の日曜日の午前中（１１月１７日、２４日）、 

東京タワーへ来場する観光バスの運転手に対して、現地にて、個別に周知します。 

⑤ ＮＡＶＩＴＩＭＥ（ナビタイム）による迂回路検索システムの構築 

東京マラソンなど他の主要なシティマラソンでも導入しているナビタイム 

による自動車の迂回路検索システムを構築し、１１月１５日（金）から大会公  

式ＨＰを通じてお知らせします。 
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１ 大会出場者の申込状況（令和元年１１月１日現在） 

（１）種目・部門別 【単位：名】

種目 部門 男子 女子 合計

ハーフマラソン
４,３１４

（４６）

１,７０１

（３）

６,０１５

（４９）

陸連登録者の部
４６８

（４）

９３

（０）

５６１

（４）

一般の部

30 歳未満
２８７

（５）

１５２

（０）

４３９

（５）

30 歳代
７８５

（９）

３１５

（０）

１,１００

（９）

40 歳代
１,３０６

（１４）

６１０

（０）

１,９１６

（１４）

50 歳代
１,１００

（６）

４４５

（３）

１,５４５

（９）

60 歳代
３２５

（７）

７５

（０）

４００

（７）

70 歳以上
４３

（１）

１１

（０）

５４

（１）

小計
３,８４６

（４２）

１,６０８

（３）

５,４５４

（４５）

ファンラン
３８３

（１）

３８５

（２）

７６８

（３）

総合計
４,６９７

（４７）

２,０８６

（５）

６,７８３

（５２）

※上記表の（ ）内は、障害者優先枠での申込者数を表示

（２）区市町村別 【単位：名】

種目 部門 男子 女子 合計
ハーフマラソン ４,３１４ １,７０１ ６,０１５

区内在住者 １,３３８ ５４５ １,８８３
区外かつ都内在住者 １,６１３ ７４４ ２,３５７
その他 １,３６３ ４１２ １,７７５

ファンラン ３８３ ３８５ ７６８
区内在住者 ３７４ ３８１ ７５５
区外かつ都内在住者 ０ ０ ０
その他 ９ ４ １３

総合計 ４,６９７ ２,０８６ ６,７８３
区内在住者 １,７１２ ９２６ ２,６３８
区外かつ都内在住者 １,６１３ ７４４ ２,３５７
その他 １,３７２ ４１６ １,７８８

※ 申込み及び入金により大会の出場が決定した者に加え、前回大会優勝者４名のうち、

今回大会への出場の意向を示した３名をカウントしています。また、協賛企業特典

の一つである「招待エントリー枠（ハーフマラソン）」の出走者等が加わっています。 

参 考 
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２ 大会ボランティアの申込状況（令和元年１１月１日現在） 

（１）申込期間 

  ・港区マラソンボランティア 令和元年６月 ３日（月）～ ９月３０日（月） 

  ・一般ボランティア     令和元年７月１０日（水）～１０月２５日（金） 

（２）申込人数 

※ 団体別の申込状況は、別紙のとおりです。 

（３）事前説明会の開催日程 

大会ボランティア参加者を対象に、以下の日程で事前説明会を開催しました。 

回 日 程 時 間 場 所 

1 10 月 28 日(月) 19 時～20 時 

赤坂区民センター 

区民ホール 

2 10 月 29 日(火) 19 時～20 時 

3 11 月 1 日(金) 11 時～12 時 

4 
11 月 7 日(木) 

18 時～19 時 

5 20 時～21 時 

6 

11 月 9 日(土) 

9 時～10 時 

港区スポーツセンター 

4 階会議室 

7 10 時 30 分～11 時 30 分 

8 13 時～14 時 

9 14 時 30 分～15 時 30 分 

10 16 時～17 時 

11 
11 月 13 日(水) 

13 時～14 時 
赤坂区民センター 

区民ホール 
12 19 時～20 時 

13 11 月 15 日(金) 19 時～20 時 

対象者 
2019 

申込人数 

2018 

申込人数 

港区マラソンボランティア 

（関係団体等に所属する方を中心とした募集） 
1,127 名 1,106 名 

一般ボランティア 

（区民をはじめとする個人を対象とした募集） 
 280 名  201 名 

合 計 1,407 名 1,307 名 
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３ 協賛金の申込状況（令和元年１１月１日現在） 

（１）協賛金全体の収入申込み 

内容 金額（千円） 
企業数 

（社・団体） 

収入予算額…① 100,000 -

収入済み額…② 113,190 152

収入申込み額…③ 11,800 8

収入済み額+申込み額計（②＋③）…④ 124,990 160

予算達成率（④÷①） 124.9％ -

（２） 協賛金の申込状況 

協賛金額 呼称

今年度 昨年度

企業数

（社・団体）

金額

（千円）

企業数

（社･団体）

金額

（千円）

500 万円以上 プラチナ 12 60,000 7 35,000

300万円以上500万円未満 ゴールド 9 27,000 12 36,000

100万円以上300万円未満 シルバー 24 25,500 29 29,080

50 万円以上 100 万円未満 ブロンズ 8 4,000 13 6,500

30 万円以上 50 万円未満 サポーターA 9 2,700 8 2,500

10 万円以上 30 万円未満 サポーターB 33 3,450 41 4,820

5 万円以上 10 万円未満 サポーターC 37 1,890 29 1,480

1 万円以上 5万円未満 サポーターD 28 450 66 1,500

合計 160 124,990 205 116,880

※ 今年度の協賛企業数 160 件のうち、新規協賛企業は 17 件です。 



令和元年11月1日現在

Ｎｏ 団　体
2019
申込人数

2018
申込人数

活動予定場所
取りまとめ先
（申込団体内訳）

1 町会・自治会 42 95 会場内誘導、フィニッシュ補助、手荷物預かり
各地区総合支所協働推進課
（芝地区14、麻布地区7、赤坂地区10、高輪地区7、芝
浦港南地区4）

2 高校・大学 327 182
給水、スタート待機ブロック誘導、フィニッシュ
テープ持ち、距離表示プラカード持ち、通訳

kissポート財団
（東京海洋大学50、戸板女子短期大学250、国際医療
福祉大学2、明治学院大学20、東海大学付属高輪台高
等学校5）

3 中学校 74 65 給水、通訳

教育指導課
kissポート財団
（御成門中学校10、三田中学校4、高松中学校10、白金
の丘中学校7、六本木中学校8、高陵中学校18、赤坂中
学校12、青山中学校5）

4 港区体育協会 60 56
走路・迂回路誘導、会場内誘導、収容関門サ
ポート、フィニッシュ補助、式典補助、沿道盛り上
げサポート

kissポート財団
（軟式野球連盟2、ソフトテニス連盟2、卓球連盟2、バレーボール連
盟2、バスケットボール連盟1、バドミントン連盟3、柔道会1、剣道連
盟3、フォークダンス協会3、空手道3、なぎなた連盟3、スポーツ少
年団1、ゴルフ連盟1、ゲートボール連盟4、水泳協会5、スポーツウ
エルネス吹き矢協会15、パドルテニス協会7、バトン協会2）

5 港区国際交流協会 9 6 通訳 kissポート財団

6 港区シルバー人材センター 22 20 駅誘導、会場内誘導 kissポート財団

7 港区赤十字奉仕団 24 20 救護所サポート 保健福祉課

8 港区社会福祉協議会 9 10
会場内誘導、総合案内、手荷物預かり、障害者
サポート

kissポート財団

9 スポーツボランティア 35 66 走路・迂回路誘導、フィニッシュ補助、その他 生涯学習スポーツ振興課

10 港区スポーツ推進委員 14 27 走路・迂回路誘導、給水、その他 生涯学習スポーツ振興課

11 ボーイスカウト 29 20
走路・迂回路誘導、給水、フィニッシュ補助、ご
み対策、沿道盛り上げサポート

kissポート財団

12 防災士ボランティア 21 37
走路・迂回路誘導、スタート待機ブロック誘導、
ごみ対策、距離表示プラカード持ち、トイレ整理、
沿道盛り上げサポート

防災課

13 企業等ボランティア 371 429

走路・迂回路誘導、給水、会場内誘導、総合案
内、スタート待機ブロック誘導、手荷物預かり、
フィニッシュ補助、ごみ対策、距離表示プラカー
ド持ち、トイレ整理、駅誘導、沿道盛り上げサポー
ト

kissポート財団
（オーハシテクニカ13、サンウッド2、東洋電信電話工業4、みずほ銀
行149、トヨタモビリティ東京2、第一製版11、クラシエホールディン
グス3、飛島建設2、りそな銀行130、三井住友DSアセットマネジメン
ト10、東京芝ロータリークラブ10、THK2、電通11、東京モノレール
5、日鉄興和不動産12、東京土建5）

14 東京商工会議所港支部　 6 8
会場内誘導、手荷物預かり、フィニッシュ補助、
その他

kissポート財団

15 公益社団法人東京青年会議所港区委員会　 20 50
走路・迂回路誘導、会場内誘導、手荷物預か
り、フィニッシュ補助

kissポート財団

16 kissポートボランティア 12 15
走路・迂回路誘導、会場内誘導、総合案内、手
荷物預かり、その他

kissポート財団
（事業課7、スポーツ事業課5）

17 港区民生委員・児童委員協議会 7 0 フィニッシュ補助 保健福祉課

18 港区更生保護女性会 6 0 フィニッシュ補助 保健福祉課

19 港区老人クラブ連合会 39 0 フィニッシュ補助 保健福祉課

20 一般ボランティア 280 201
通訳、手荷物預かり、ごみ対策、トイレ整理、
フィニッシュ後給水

kissポート財団

1407 1307

大会ボランティア団体別申込状況

港区マラソン実行委員会委員の所属する関係団体等にご案内し、以下の団体等から参加申込みありました。

合　計

別紙


